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与論島の未来を考える“探究”
12月17日に1・2年生が総合的な探究の時間「ゆ

んぬ」の学習発表会を行いました。令和元年度から

本校が取り組む海洋教育に係る課題について，１年

生はグループ研究，２年生は主に個人研究として，今

年度の成果を発表しました。

発表のテーマは，与論島の自然や歴史，地域や環

境保全に係る問題など。参観した地域サポーターや

保護者の方々からは多くの助言等をいただきました。

ところで探究は，

①日常生活や社

会に目を向けた時

に湧き上がってくる

疑問や関心に基づ

いて，自ら課題を

見つけ，②そこにある具体的な問題について情報を

収集し，③その情報を整理・分析したり，知識や技能

に結び付けたり，考えを出し合ったりしながら問題の

解決に取り組み，④明らかになった考えや意見などを

まとめ・表現し，そこからまた新たな課題を見つけ，更

なる問題の解決を始めるといった学習活動を発展的

に繰り返します

（図参照）。

要するに探究

とは，「物事の本

質を自己との関

わりで見極めよ

うとする一連の

知的営み」であ

ると言うことができます。それは同時に，“自分の足下

を掘る”こと。すなわち，私たちが暮らす与論島の魅力

や奥深さを再認識させるだけでなく，地域の未来を真

剣に考える意識の醸成にも寄与します。

本校は今後も地域をテーマにした探究活動の充実

を図り，魅力あるカリキュラムづくりに努めていきます。

“ミネラルアップ”で心も体も元気に
11月9日から12月17日まで，「ミネラルチャレンジ

月間」としました。食に関するセミナー（11月４・５日）で

図 探究における生徒の学習の姿（学習指導要領解説）

御指導いただいた，子どもの心と健康を守る会代表

の国光美佳先生監修の下，Earth's Children鹿児島

（与論チーム）の皆様の御協力により，昼食時間の調理

室で，天然だし粉と味噌,オリーブオイルで作る「ミネ

ラルアップみそ汁」を振る舞っていただきました。

期間中の毎日，この

みそ汁を飲んだ生徒の

一人は，「作り方も分

かったので，卒業後の

自炊でも続けたい」と

語ってくれました。

卒業後は島外で一人暮らしを始める本校生にとっ

て，食に関する知識やスキルの習得は重要な課題で

す。とりわけ現代食に不足しがちなミネラルの補給術

は，卒業後も健康でよりよく生きるために必要な手立

になります。生徒一人一人が自分の健康や食生活を

自分で管理できるようになることを期待しています。

授業拝見⑦（国語） 本校は今年度から定期考査を廃止

し，単元毎に評価を行っています。「授業拝見」では，各教

科の授業や評価の工夫を紹介します。第７回は国語です。

2年生の現代文Bの授業。この日の内容は，井伏鱒二の『山

椒魚』の第一段落です。寓話として現代に通じる教訓が含ま

れる本作品で学ぶに当たって，授業者は生徒に配布した単元

シラバスで本時の目標を確認。山椒魚の心情を説明するため

に，まず山椒魚が置かれた状況

が把握できる部分を抜き出すよ

う促します。生徒たちは本文を

読んだあと，ペアになって互い

の考えを伝え合います。

続いて心情が分かる記述につ

いて，授業者は生徒に問いなが

ら一つ一つ意味を確認します。

最後に生徒たちは，この段落の

山椒魚の発言から，どのような

気持が読み取れるのかを50字で

記述しました。本時を通じて，

心情を説明するためには，状況

を正確に把握することがポイントであることを学びました。

授業者は本単元を全8時間で計画。主に単元テストと

その振り返りの時間で３観点（知識・技能／思考・判断・表

現／主体的に学習に取り組む態度）について評価します。

授業後，生徒の一人は単元シラバスの活用について，「授

業の先が見通せるので予習ができるし，復習にも役立つ」

と語ってくれました。
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校長講話から 将来直面するリスクに対処するために／「銀行型」の学習から「料理教室型」の学びへ（令和３年12月６日 全校朝礼）

おはようございます。先月は社会保険労務士の方を講
師にお迎えして，労働条件セミナーを行いました。「人に
やさしい企業かどうかを見極めるには」，「給料の支払い
のルール」，「アルバイトで気をつけること」について，事例
を交えて説明していただくとともに，困ったときの相談窓
口や支援制度について教えていただきました。
みなさんが将来直面するかもしれないリスクに対処す

るためにも，働くうえで必要となる知識や，困難に陥ったと
きのセーフティーネットとしての相談窓口の存在について
高校在学中に繰り返し学ぶことは，キャリア教育の重要な
取組の一つです。
ただ，みなさんの中には「自分が就職する会社は大丈

夫」とか「自分は大学進学だから働くのはまだ先」と思う
人もいるかもしれません。厚生労働省や文部科学省の調
査によると，高校卒業後に就職した生徒の約40％が３年
以内に離職しています。また，大学へ進学しても約10％
が中途退学して，そのうち半数近くがその後，非正規雇
用としてのキャリアを歩んでいるという現実があります。す
べての高校生にとってこの事実は他人事ではありません。
だからそうなった時への準備教育として，本校は労働条
件セミナーなどの学びの場面をつくっているのです。
ところで，1990年代以降の日本は，戦後の高度経済

成長期を経て築き上げてきた社会システムがガラガラと
崩れ始めた時代だと言われています。そこからすでに30
年近く経過していますが，情報化やグローバル化の進展
による急速な社会変化も相まって，誰もが一致してイメー
ジする「新しい社会像」は，未だに立ち上がっていません。
ただ，唯一言えるのは，予測が困難な時代や社会になる
ことだけは間違いないということです。
予測困難な時代や社会では，これまでの慣例や制度，

組織を頼って生きていけるかどうかわからないことから，
個人には自らの人生を責任をもって引き受け，自分自身
のキャリアに関わることについて判断し，選択し，決定して
いく力が必要になってきます。このようなことから，学校教
育の中にキャリア教育が求められるようになったのです。
みなさんは，そのような時代と社会に漕ぎ出て行くこと

になります。では，どんな準備をすればよいのでしょうか。
最も重要なのは，「学校卒業後も生涯学び続けていく姿
勢を身につけること」です。
社会の変化は激しく，仕事で求められる知識やスキル

は絶えずバージョンアップします。働き方や個人の生き方
が多様化する社会では，新しい環境に合わせて常に「学
び」や「学び直し」をしていく必要があります。したがって，
高校在学中に自ら学ぶ姿勢を獲得しておくこと，学び方
そのものを学んでおくことが，これからの時代を主体的に
生き抜いていく上での必要条件になります。
では，これからの時代に必要となる「学び方」とは一体

どのようなものなのでしょうか。先月の講話でも引用した

法政大学の児美川孝一郎教授は，『キャリア教育のウ
ソ』という本の中で，「端的に言えば，『銀行型』の学習で
獲得する能力から，『料理教室型』の学びで身につける
能力への変化」であるとして，次のように述べています。

従来の学校では，生徒に「銀行型」の学習を行っていた。

知識やスキルを学んで，それを“預金”のように貯め込ん

でおく。卒業後には，そうして預金しておいた知識やスキ

ルを引き出しながら，仕事や人生を送っていくのである。

このモデルにおいては，学習は基本的には学校卒業の時点

で終了する。

しかし，変化の激しい今日の社会では，学校時代に“預

金”した知識やスキルだけでその後の仕事や人生を乗り切

っていくことはできない。生涯，知識やスキルの修得を続

けていく必要がある。

そうした時代に求められる在学時の学びが「料理教室型」

の学習である。料理教室では，知識としてもスキルとして

も，料理の「いろは」は教えてもらうけれども，その後自

分が作ることになるすべてのレシピを習うわけではない。

修得するのは，料理の仕方である。

しかし，それさえ修得すれば，生涯いつでも，料理番組

や料理のレシピ本を参考にしたりしながら，自分で料理を

作れるようになる。しかも，料理教室で学んだやり方を忠

実に守るのは，おそらく初期の段階だけである。その後は，

誰もが自分なりの料理法や味付けなどを創意工夫していき，

自分なりの環境に合わせていく。「銀行型」の学習よりもは

るかに自由度が高く，応用範囲も広い。

みなさんが高校時代に実践すべきなのは，まさにこの
「料理教室型」の学びです。学校にはそのための基本レ
シピとして，各教科や総合的な探究の時間，学校行事な
どの特別活動で構成される「教育課程」が用意されてい
ます。これはきっちりと修得しなければなりません。
しかし，基本レシピを通して得た知識やスキルだけで，

生涯にわたってやり繰りできるわけではありません。だか
らこそ，基本レシピの修得，つまり，学校での学びを通して
「学び方」そのものを学ぶこと。自分で学ぶ習慣を身につ
けること。これが何よりも重要になります。
本校が今年度から作成して配布している単元シラバス
と年間授業計画は，みなさんが学習に見通しをもって主
体的に学んでいくことを支えるツールです。これらを活用
して，自ら学ぶ習慣や学び方を身につけること。朝読書を
通して自ら本を手に取って読み，考える習慣を身につける
ことです。これからの時代に求められるのは，「事前に蓄
えた知識」ではなく，「自分から知識やスキルを獲得して
いく力」です。それは新しい学習指導要領で育成を目指
す「学びに向かう力」そのものなのです。
令和３年度も残り４か月を切りました。自分がいま何を

なすべきかをしっかりと考えて過ごしてください。□

【引用・参考文献】鹿児島県総合教育センター指導資料『キャリア教育（第４号）』
平成31年４月発行／笹山尚人『労働法はぼくらの味方！』2009年，岩波ジュニア新

書／児美川孝一郎『キャリア教育のウソ』2013年，ちくまプリマー新書


